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「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消に関するお知らせ 

 

当社は、本日公表いたします「平成 29年 12月期決算短信［日本基準］（連結）」において、「継続企

業の前提に関する重要事象等」の記載を解消いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 当社は、前連結会計年度まで３期連続の親会社株主に帰属する当期純損失を計上していたことから、 

決算短信に継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在する旨の記載をする 

とともに、早期解消に向けての経営基盤の強化や安定収益事業の拡大に取り組んでまいりました。 

  

 当社は、前連結会計年度より業績改善が大きく進んでおり、本日公表いたします「平成 29年 12月 

期決算短信［日本基準］（連結）」において、営業利益、経常利益とも大幅に拡大しているだけでな 

く、親会社株主に帰属する当期純利益は 9.2億円を計上することとなりました。 

このような状況を総合的に判断した結果、現時点において、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ 

せるような事象又は状況は存在しないと判断し、「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載を行

わないことといたしました。 

 

 株主、投資家及び取引先の皆様をはじめ、市場関係者並びにステーク・ホルダーの皆様には、多大 

なるご心配をお掛けいたしましたが、今後も更なる業績及び企業価値向上に努めてまいる所存でござ 

いますので、引き続きご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

以 上 

 

 


